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平成２７年度男女共同参画基本計画に基づく 

実施事業に対する意見書について 

 

 

 当審議会では、姶良市の男女共同参画社会形成の促進のため、男女共同参画基本計画

の進捗状況について市民の立場から評価し、審議しました。 

 つきましては、別紙のとおりまとめましたので意見書として提出いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成２７年度 男女共同参画実施事業に対する意見書 

 

 第２次安倍内閣以降、女性の活躍推進が政府の最重要課題の一つとして位置付けられ、成

長戦略の一環として政財界を始め、各界各層を広く巻き込んだ取り組みがこの２年間で急

速に発展しました。平成２７年８月２８日には、女性の働く意欲を実現につなげ、ひいては

日本の持続的成長を実現し、活力ある社会を維持していくことをねらいとして、「女性の職

業生活における活躍の推進に関する法律」が成立しています。 

 姶良市でも、平成２２年３月の合併以降、県内一暮らしやすいまちにするため、男女共同

参画に関する事業を含め、さまざまな事業の推進が図られています。特に平成２５年３月の

「姶良市男女共同参画基本計画」策定以降については、市職員一人ひとりが男女共同参画の

視点に立って業務を進めるような取り組みがなされていると伺っております。進捗状況に

つきましても、平成 27年度時点で姶良市男女共同参画基本計画の実施事業全 230事業のう

ち、実績がありかつ改善の必要もない A 評価の事業が 157 事業、実績があるがまだ改善の

余地がある B 評価の事業が 59 事業、実績が出ていない C 評価の事業が 9 事業、取り組め

ていない事業が 2 事業、評価ができなかった事業が 3 事業との報告を受けました。実績ま

で出ている A評価と B評価の事業数を合わせると 216となり、これは全事業のうち 93.9％

の事業については、何かしらの成果が出ているということになります。平成 26年度時点で

この数値が 85.5％だったことからも、姶良市では男女共同参画の視点に立った事業が、各

課において推進されているということが分かります。今後も引き続き、年齢性別にかかわら

ず、一人ひとりが自分らしく生きていける「男女共同参画社会」の実現に向けた取り組みを

進めることが、『県内一暮らしやすいまち』への一歩になるのではないでしょうか。 

 本審議会では、平成２７年度における「男女共同参画基本計画に掲げられた９つの重点的

に取り組むこと」について、市民の立場から意見を整理しましたので、別紙の通り、報告い

たします。 

 今後、姶良市の本計画に基づく事業実施や環境の整備の取り組みが地域の模範となるよ

うに「あらゆる施策において男女共同参画の視点に配慮する」といった全庁的な共通認識の

もと、男女共同参画社会の形成に向け取り組んでいただきたいと考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 



【重点項目ごとの進捗状況に対する意見】 

1. 重点的に取り組むこと「男女共同参画社会についてのあらゆる場における教育・学習

の推進」 

 

《進捗状況》 

 この重点項目に関する事業については、一部取り組みの強化が必要と思われる事業

があるものの、ほぼ取り組みが進んでいる状況である。しかしながら教育・学習は、

男女共同参画社会の形成するために必要な「男女共同参画の意識」の醸成を図るため

の基礎となることから、今後はより細部まで意識して事業を実施し、さらなる取り組

みの強化に努めていく。 

 

《審議会意見》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 重点的に取り組むこと「男女共同参画社会の形成を阻害する制度・慣行の見直し」 

 

《進捗状況》 

 この重点項目に関する事業については、平成 26 年度時点で約 30％が未実施であっ

た。しかしながら平成 27年度には、未実施が 0となり、取り組みが強化されたことが

結果として現れている。特に地域活動に関する事業については、積極的な取り組みが

なされている。社会制度・慣行は、目的や敬意をもって生まれてきたものであるもの

の、性別にかかわらない多様な生き方の選択を阻む要因となることがあることから、

①  “教育”は影響が大きい。過去に「女性は家庭を守るもの、男性は外で働く

もの。」という教育が徹底されたことにより、現在、男女共同参画社会の形成

を促進する上で妨げとなっている。先生方には、男女共同参画の視点を踏まえ

た教育をお願いしたい。 

 

②  小学校のプール授業の着替えについて、更衣室があるにもかかわらず、教室

で行っている学校があると聞く。いくら小学校とはいえ、小学校高学年は思春

期に入るため、更衣室を使うよう意見を言って欲しい。 

 

③  放課後児童対策について、取り組みの強化をお願いしたい。特に学童保育の

指導員については、男女共同参画の意識が低いと感じるときがある。指導員を

対象とした男女共同参画の研修等を実施してほしい。また学童保育を実施して

いる施設についても、敷地の拡充や施設の充実を図ってほしい。子ども達は、

これからの社会を担う大切な人材である。 



今後も、実施事業の改善点の洗い出しを行い、さらなる取り組みの強化に努める。 

 

《審議会意見》 

 

 

 

3. 重点的に取り組むこと「女性の人権を侵害するあらゆる暴力の防止、救済に向けた環

境の整備」 

 

《進捗状況》 

この重点項目に関する事業については、9 つある重点項目の中で最も構成する事業

数は多いが、概ね取り組みが進んでいる。特に女性に対する暴力の相談業務について

は、平成 27 年 4 月の男女共同参画課の設置に伴い、配偶者暴力相談支援センターも

併せて設置されたことから、暴力防止にむけた啓発活動の促進はもちろん、相談業務

の強化も図られている。今後もさらなる取り組みの強化に努める。 

 

《審議会意見》 

なし 

 

4. 重点的に取り組むこと「男女共同参画の視点に立った生涯を通じた心身の健康に関す

る支援」 

 

《進捗状況》 

この重点項目に関する事業についても、重点項目１同様、一部取り組みの強化が必

要と思われる事業があるものの、ほぼ取り組みが進んでいる状況である。しかしなが

ら、「リプロダクティブ・ヘルツ/ライツについての知識の普及」については、実績がま

だ出ていないため、取り組みの促進を図る必要がある。その他の事業については、よ

り細部まで意識して事業を実施し、さらなる取り組みの強化に努める。 

 

《審議会意見》 

 

 

 

5. 重点的に取り組むこと「生活上の困難や課題をかかえる人々が安心してくらせるため

の男女共同参画の視点に立った環境の整備」 

 

地域コミュニティへの取り組みについて、引き続き積極的な取り組みをお願い

したい。 

姶良市内にも、さまざまな経験を持った人が多く住んでいると思う。そのような

人々の話を聞き、経験を活かすことが大事ではないか。 



《進捗状況》 

この重点項目に関する事業についても、概ね取り組みは進んでいる。しかしながら

子どもや高齢者、障害者、生活困窮者など福祉に関する事業については、少子高齢化

という現状を考えると、今後更なる充実化を図る必要が出てくると思われる。現在、

取り組みが進んでいる事業についても、さらなる取り組みの強化を図り、新たに取り

組む事業については、男女共同参画の視点を意識しつつ取り組んでいく必要がある。 

 

《審議会意見》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 重点的に取り組むこと「仕事と生活の調和を図るための男女共同参画の視点に立った

環境の整備」 

 

《進捗状況》 

この重点項目に関する事業については、平成 26 年度は 50％近い事業が未実施の状

況であった。それが平成 27年度には約 5％と、取り組みが強化されたことが成果とし

て現れている。今後については、平成 28年 8月 28日に「女性の職業生活における活

躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）」が制定されたこともあり、ますます「仕事

と生活の調和（ワークライフバランス）」を可能にする環境の整備が求められると思わ

れることから、実施できていない事業についても早急に実施できるよう、さらなる取

り組みの強化に努める。 

 

 

①  姶良市にはさまざまな公共施設があるが、障がい者用のトイレがないところ

がある。さまざまな方が利用する公共施設は、すべてバリアフリーにしてほし

い。 

 

②  介護が必要な方への取り組みについて、直接介護が必要な方本人と接する機

会が多いのは、受付窓口や相談員などの女性であるように感じる。パワハラや

セクハラなどの被害に遭う可能性もあることから、男女双方での対応をお願い

したい。 

 

③ 高齢者や障がい者など生活困窮者に対する取り組みの強化をお願いしたい。 

 

④ 高齢者や障がい者など生活困窮者が働ける場所を増やしてほしい。 

 

⑤ 高齢者の持つ長年の知恵や経験を活かす場所を増やしてほしい。 



《審議会意見》 

 

 

7. 重点的に取り組むこと「政策・方針決定過程への女性の参画の拡大」 

 

《進捗状況》 

 この重点項目に関する事業についても、重点項目１や重点項目 4 同様、一部取り組

みの強化が必要と思われる事業があるものの、ほぼ取り組みが進んでいる状況である。

今後については、平成 28年 8月 28日に「女性の職業生活における活躍の推進に関す

る法律（女性活躍推進法）」が制定されたことで、女性の政策・方針決定過程への参画

が時代の流れとなりつつある現状を踏まえ、意識改革や人材育成など様々な立場にあ

る人が反映されるよう、さらに取り組み推進に努める。 

 

《審議会意見》 

なし 

 

8. 重点的に取り組むこと「男女共同参画の視点に立った地域づくり活動の推進」 

 

《進捗状況》 

 この重点項目に関する事業については、平成 26 年度は約 30％の事業が未実施であ

ったが、平成 27年度には 0％となったことから、取り組み強化の成果があったことが

分かる。特に地域活動に関する事業については、積極的な取り組みがなされている。

しかしながら、実施した事業については、まだ改善するところもあり、また旧来の世

帯単位の慣行に基づく運営のあり方では、家族形態や生活形態の多様化に伴う地域の

変化に対応できていない実情もあることから、少子高齢化や人口減少社会の到来など、

社会や経済情勢の変化に対応するための新たな地域づくりを進めるため、さらなる取

り組み強化に努める。 

 

《審議会意見》 

 

 

 

 

 

 

 

メンター制度の継続的な実施をお願いしたい。 

①  婦人防火クラブについて、“婦人”という言葉は、その言葉が持つ意味から今

ではあまり使われていない。違和感を覚えるため、検討してほしい。 

 

② 校区コミュニティができたことで、積極的な意見が出てきている。 



9. 重点的に取り組むこと「男女共同参画社会づくりに向けた推進体制の整備」 

 

《進捗状況》 

 この重点項目に関する事業については、平成 26 年度は約 40％の事業が未実施であ

ったが、平成 27年度には 0％となり、取り組みの強化が図られたことが分かる。今後

は、男女共同参画社会の形成に向けての制度制定やイベント等が全国的に行われてい

る現状を踏まえ、姶良市でもこの流れに乗り、今後も推進体制の整備及び強化に努め

ていく。 

 

《審議会意見》 

 

 

 

10. その他 

なし 

 

第３期 姶良市男女共同参画審議会委員 

（任期：２８年１１月７日） 

 

（五十音順） 

 委員氏名 備考 

1 有馬 京子  

2 今薗 敬介  

3 岩下 直美  

4 海老原 博子 会長 

5 川畑 克 県姶良・伊佐地域振興局総務企画課長 

6 久保山 靖 副会長 

7 栄 テル  

8 永野 正武  

9 古城 るり子  

10 真辺 ひとみ  

11 宮部 芳照  

12 本部 映利香  

 

民間企業等に対しても、より男女共同参画を推進できるような体制づくりに努

めてほしい。 


